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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

(注) 平成22年3月期第1四半期より連結財務諸表を作成しているため、平成22年3月期第3四半期における対前年同四半期増減率の記載はしておりませ
       ん。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 13,270 105.7 1,394 108.5 1,401 108.9 798 109.0
22年3月期第3四半期 12,559 ― 1,285 ― 1,286 ― 732 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 82.69 ―

22年3月期第3四半期 75.83 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 12,691 6,217 49.0 644.13
22年3月期 11,008 5,578 50.6 577.39

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  6,217百万円 22年3月期  5,574百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00
23年3月期 ― 8.00 ―

23年3月期 
（予想）

8.00 16.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,800 3.9 1,300 7.0 1,300 6.4 650 3.6 67.32



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
       示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
    この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
    本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 9,868,800株 22年3月期  9,868,800株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  215,630株 22年3月期  214,612株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 9,653,348株 22年3月期3Q 9,655,914株
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当第3四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や設備投資に持ち直しの動きが見

られるものの、急速な円高の進行及び雇用環境や所得環境が回復に至らないことにより、景気の先行き

は不透明な状況にあります。 

食品業界におきましては、デフレ状況が継続する市場環境のもとで、消費の一部に回復の兆しが見ら

れましたが、消費者の低価格・節約志向が進展し、依然として厳しい状況が続いております。 

このような環境のもと、当社では、新製品開発に積極的に取り組むとともに、主力製品の拡販に努め

市場動向に即応した製品施策、営業施策を推進し売上拡大を図るとともに、販売促進面では、「鍋スマ

イルキャンペーン」を実施し、キャンペーンを有効活用した積極的な販売促進活動に努めたことによ

り、主力製品であるスープ類の売上高が拡大、粉末調味料類も売上高を伸ばし、たれ類も堅調に推移し

た結果、当第3四半期連結累計期間の売上高は、132億70百万円（前年同期比105.7％）となりました。 

また、利益につきましては、食品事業における主力製品、新製品の販売が好調に推移したことから、

営業利益13億94百万円（前年同期比108.5％）、経常利益14億1百万円（前年同期比108.9％）、四半期

純利益7億98百万円（前年同期比109.0％）となりました。 

事業におけるセグメントの概要は以下のとおりです。 

<食品事業> 

たれ類は、新製品として好調な『ガツめしのたれ』や地域密着型の名物料理『うなぎひつまぶしのた

れ』、値頃感のある小袋合わせ調味料『ぱぱっと逸品』シリーズが伸長したものの、小容量タイプのた

れ類などが低調であったことから、前年同期売上高をわずかに下回りました。 

最需要期を迎えたスープ類は、新製品『CoCo壱番屋 カレー鍋スープ』『CoCo壱番屋 チーズカレー

鍋スープ』や『トマトチーズ鍋スープ』などが消費者の皆さまから好評をいただき、キャンペーン効果

と業界トップクラスの多様な品揃えも奏功し前年同期売上高を上回りました。 

粉末調味料類は、新製品の市場導入が進んだことや、業務用製品のメニュー提案や販売強化により、

前年同期売上高を上回りました。 

青汁類は、青果部門での関連販売、売場提案強化を継続したことにより、売上高は回復基調となりま

した。 

ソース類は、小売用、業務用共に堅調に推移、ドレッシング類は、競争激化の影響により伸び悩む厳

しい状況で推移しました。 

その他は、『パリ麺サラダ』の寄与により、新たな購買層を確保し前年同期売上高を大きく上回りま

した。 

以上の結果、食品事業の売上高は132億1百万円（前年同期比105.5％）となりました。 

<外食事業> 

外食事業の当第3四半期連結会計期間末の店舗数は、2店舗であります。（日本橋店、虎ノ門店） 

当社が経営する「博多もつ鍋 来しゃい」では、品質の向上にこだわりお客様にとっての価値観・満

足感の高い商品の提供や接客・サービスレベル向上の取組みを行い、既存店舗の強化に努めてまいりま

した。 

以上の結果、売上高は68百万円（前年同期比154.6％）となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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①資産、負債及び純資産の状況 

当第3四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ16億83百万円増加し、126億91百万

円となりました。固定資産が総資産の49.8％を占め、流動資産は総資産の50.2％を占めております。主

な資産の変動は、「受取手形及び売掛金」が16億45百万円、「建設仮勘定」が3億61百万円増加し、

「現金及び預金」が3億35百万円減少したことによるものです。 

負債は、前連結会計年度末に比べ10億44百万円増加し、64億73百万円となりました。流動負債が負債

合計の74.3％を占め、固定負債は負債合計の25.7％を占めております。主な負債の変動は、「短期借入

金」が7億89百万円、「買掛金」が4億66百万円それぞれ増加し、「未払法人税等」が2億10百万円減少

したことによるものです。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ6億39百万円増加し、62億17百万円となりました。主な純資産の

変動は、剰余金の配当1億54百万円と四半期純利益7億98百万円により「利益剰余金」が6億43百万円増

加したことによるものです。これの負債・純資産合計に占める比率は、49.0％であります。 

  

②キャッシュ・フローの状況の分析 

当第3四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、16億72百万円

となり、前連結会計年度末に比べ3億35百万円減少いたしました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益13億73百万円、仕入債務の増加4

億66百万円等による資金の増加と、売上債権の増加16億44百万円、法人税等の支払額8億12百万円等に

よる資金の減少により、前年同四半期比で、3億67百万円支出増の81百万円の純支出となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出の5億18百万円により、前年

同四半期比で1億13百万円支出増の5億22百万円の純支出となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の調達8億円、長期借入金の返済1億56百万円とリ

ース債務の返済2億18百万円、配当金の支払額1億54百万円等の支出により、前年同四半期比1億3百万円

の収入減の2億69百万円の純収入となりました。 

  

平成23年3月期の業績予想につきましては、現時点では平成22年11月4日に公表しました数値から変更

しておりません。 

  

  

  

  

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

簡便な会計処理 

① 固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間

按分する方法によっております。 

② 経過勘定項目の算定方法 

固定費的な要素が大きいもの、又は重要性の乏しいものについては、合理的な算定方法による概算

額で計上する方法によっております。 

  

特有の会計処理 

① 原価差異の繰延処理 

操業度等の季節的な変動に起因して発生した原価差異につきましては、原価計算期間末までにほぼ

解消が見込まれるため、当該原価差異を流動資産又は流動負債として繰延べる方法を採用しておりま

す。 

② 税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  

① 会計基準等の改正に伴う変更 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21

号 平成20年３月31日）を適用しております。 

 これによる、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。 

② ①以外の変更 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,672 2,007

受取手形及び売掛金 3,555 1,910

商品及び製品 628 474

原材料 218 223

その他 422 426

貸倒引当金 △132 △74

流動資産合計 6,365 4,967

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,692 1,740

土地 2,243 2,243

リース資産（純額） 600 637

その他（純額） 900 521

有形固定資産合計 5,436 5,143

無形固定資産 38 34

投資その他の資産

投資その他の資産 849 855

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 845 851

固定資産合計 6,320 6,029

繰延資産 6 10

資産合計 12,691 11,008
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,656 1,190

短期借入金 997 208

未払金 1,184 847

未払法人税等 291 501

賞与引当金 208 398

役員賞与引当金 21 24

その他 451 409

流動負債合計 4,810 3,580

固定負債

長期借入金 440 584

退職給付引当金 339 305

役員退職慰労引当金 406 465

その他 477 493

固定負債合計 1,663 1,849

負債合計 6,473 5,429

純資産の部

株主資本

資本金 870 870

資本剰余金 379 379

利益剰余金 5,077 4,434

自己株式 △114 △113

株主資本合計 6,214 5,570

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3 3

評価・換算差額等合計 3 3

少数株主持分 － 3

純資産合計 6,217 5,578

負債純資産合計 12,691 11,008
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 12,559 13,270

売上原価 6,282 6,626

売上総利益 6,277 6,643

販売費及び一般管理費 4,991 5,249

営業利益 1,285 1,394

営業外収益 33 39

営業外費用 32 31

経常利益 1,286 1,401

特別損失 0 27

税金等調整前四半期純利益 1,286 1,373

法人税、住民税及び事業税 557 579

少数株主損失（△） △2 △3

四半期純利益 732 798
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【第３四半期連結会計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 5,201 5,415

売上原価 2,564 2,651

売上総利益 2,636 2,764

販売費及び一般管理費 1,797 1,944

営業利益 839 819

営業外収益 9 10

営業外費用 11 7

経常利益 837 822

特別損失 0 －

税金等調整前四半期純利益 837 822

法人税、住民税及び事業税 351 344

少数株主損失（△） △0 －

四半期純利益 487 477
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,286 1,373

減価償却費 437 393

賞与引当金の増減額（△は減少） △174 △190

売上債権の増減額（△は増加） △1,668 △1,644

たな卸資産の増減額（△は増加） △224 △148

仕入債務の増減額（△は減少） 542 466

その他 473 498

小計 672 748

法人税等の支払額 △366 △812

その他の支出 △18 △17

営業活動によるキャッシュ・フロー 286 △81

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △404 △518

投資有価証券の取得による支出 △4 △4

その他の収入 － 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △409 △522

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 400 800

長期借入れによる収入 800 －

長期借入金の返済による支出 △115 △156

社債の償還による支出 △300 －

リース債務の返済による支出 △255 △218

自己株式の取得による支出 △1 △0

配当金の支払額 △154 △154

財務活動によるキャッシュ・フロー 372 269

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 250 △334

現金及び現金同等物の期首残高 1,438 2,007

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,688 1,672
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当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める食品事業の割合が、いずれも90％を
超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

本邦以外の国または地域に連結子会社及び在外支店は存在しないため、該当事項はありません。 

  
前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

全セグメントの売上高の合計額、営業利益の合計額及び資産の合計額に占める外食事業の割合
が、いずれも10％に満たないため、セグメント情報の記載を省略しております。 

  
(追加情報)   

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17
号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基
準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

〔セグメント情報〕

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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